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公共施設等の更新につ
いて身の丈にあったも
のを考えたいですね！

住民のみなさまの
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※ミニサロン、サロンについての募集の詳細は、9月号でお知らせします。

お問い合わせ
政策財務課　財務G
☎（84）1111
内線 222

今年度計画をつくります !!

　公共施設とは、町内にあ
る公共の施設を言います。
　例えば、役場庁舎や公民
館、小中学校、保健セン
ター、B&G海洋センター
などですね。

　高度経済成長期に建築された施設等が
老朽化により、修繕費や更新経費が発生
してきます。
　また、これから更に人口減少や高齢化
社会によって環境が変わっていきます。
　今回の計画を住民の皆
さんと一緒になって考え
ていきたいと思います。

住民アンケート
1000人対象予定
※無作為抽出、該当者に郵
送します。

【８月】住民アンケート 【９～10月】ミニサロン

【12月】サロン『対話の場』 【29年２月】パネルディスカッション

老朽化…

　サロンとは、人が集まって「楽しく」話して、
アイデアを出す場、次につなげる場です。

　パネルディスカッションは、住民の皆さん
や働いている方、専門家などを交えてテーマ
に沿って、意見を出し合う場です。

　この計画は、町が所有している全ての公共施設等を対象に、町
の実情に応じて総合的、計画的に管理するものです。
　五霞町総合計画の「施設版」です。

五霞町公共施設等総合管理計画策定五霞町公共施設等総合管理計画策定五霞町公共施設等総合管理計画策定
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水害に備えて

　

日
本
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
梅

雨
前
線
や
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
、
し

ば
し
ば
大
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、

７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
日
本
に

接
近
・
上
陸
す
る
台
風
が
多
く
な
り
、

大
雨
、
洪
水
、
暴
風
な
ど
を
も
た
ら

し
ま
す
。
特
に
、
傾
斜
の
急
な
山
や

川
が
多
い
日
本
は
、
台
風
や
前
線
の

大
雨
に
よ
っ
て
、
川
の
氾
濫
や
山
崩

れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
や
す

く
、
人
々
の
生
活
や
生
命
が
脅
か
さ

れ
る
よ
う
な
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で

は
、
線
状
降
水
帯
が
鬼
怒
川
上
流
部

に
発
生
し
長
時
間
に
わ
た
っ
て
大
雨

が
降
り
、
水
位
が
上
昇
、
そ
の
後
、

堤
防
決
壊
に
よ
り
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
に
は
、
日
頃
の
訓
練
と
防

災
意
識
の
高
揚
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
水
防
計
画
書

を
作
成
し
、
洪
水
対
策
を
行
う
と
と

も
に
出
水
期
前
の
６
月
12
日
に
は
利

根
川
栗
橋
流
域
水
防
事
務
組
合
主
催

に
よ
る
水
防
訓
練
（
久
喜
市
栗
橋
地

先
）
に
町
消
防
団
が
参
加
し
、
実
働

訓
練
を
行
う
な
ど
水
害
時
の
体
制
に

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
23
日
に
は
行
政
区
長

及
び
消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
水
防

計
画
説
明
会
を
開
催
し
、
不
測
の
事

態
へ
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。

　
非
常
時
の

　
　
　
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

　

水
害
等
の
災
害
時
に
慌
て
な
い
た

め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
、
持
ち
出
し

品
の
確
認
を
し
て
万
が
一
の
場
合
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
の
非
常
持
ち
出
し
品

〈
参
考
例
〉

○
食
料
品

　

３
日
分
程
度
の
食
料
品
（
乾
パ
ン
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
な
ど
加
熱
し
な

い
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
）

○
飲
料
水

　

３
日
分

　
（
目
安
は
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

○
救
急
セ
ッ
ト

　

消
毒
薬
、
傷
薬
、
か
ぜ
薬
、
胃
薬
、

ガ
ー
ゼ
、
包
帯
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、

脱
脂
綿
、
は
さ
み

○
衣
類

　

衣
服
類
（
体
温
調
節
が
で
き
る
よ

う
な
も
の
）、
下
着
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、

靴
下

○
日
用
品

　

ち
り
紙
、
懐
中
電
灯
、
電
池
（
予

備
も
含
め
て
）、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
缶

切
り
、
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
生
理
用

品○
そ
の
他

　

現
金
、印
鑑
、預
金
通
帳
、権
利
証
、

健
康
保
険
証
、
粉
ミ
ル
ク
、
ほ
乳
瓶
、

紙
お
む
つ

○
あ
る
と
便
利
な
も
の

　

ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
（
水
だ
け
で
戻

せ
る
お
米
）、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ

ラ
メ
ル
（
糖
分
補
給
）、
調
味
料
（
塩

…
脱
水
防
止
、
酢
…
疲
労
回
復
）、

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
止
血
、
洗

浄
な
ど
）、
粘
着
テ
ー
プ
、
キ
ッ
チ

ン
用
ラ
ッ
プ
、
ご
み
袋
、
ス
リ
ッ
パ
、

洗
面
用
具
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
紙
コ
ッ
プ
、
紙
皿

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

く
ら
し
安
心
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）
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「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」
設
置
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

実
施
結
果
に
つ
い
て

①
電
気
使
用
量
（
表
１
）

　

平
成
27
年
度
に
使
用
し
た
電
気

使
用
量
は
約
４
１
５
，
０
０
０
kwh

で
、
基
準
年
に
対
し
て
約
１
５
９
，

０
０
０
kwh
減
と
な
り
、
率
に
し
て

27
・
７
％
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

②
公
用
車
燃
料
使
用
量
（
表
２
）

　

燃
料
使
用
量
は
２
１
，
５
４
８

ℓ
で
基
準
年
と
比
較
す
る
と
５
，

７
０
３
ℓ
（
20
・
９
％
）
削
減
で
き

ま
し
た
。

③
二
酸
化
炭
素
排
出
量

　

電
気
使
用
量
を
二
酸
化
炭
素
排

出
量
に
換
算
す
る
と
、
約
２
３
０
，

０
０
０
kg
が
排
出
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
公
用
車
燃
料
使
用

量
は
、
約
５
０
，
０
０
０
kg
が
排
出

さ
れ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
一
般

家
庭
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
、
年
間
で
約
５
，

９
０
０
kg
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
約
17
世
帯
分
が
削
減
で
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

 

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

平
成
27
年
度
五
霞
町
役
場
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
実
施
結
果

　

役
場
で
は
、
第
３
次
五
霞
町
役
場

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
（
平
成
25

年
度
～
平
成
32
年
度
の
８
年
計
画
）

に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

基
準
年
（
平
成
17
年
）
に
対
し
て

電
気
使
用
量
を
５
６
，
０
０
０
kwh

（
9.6
％
）、
公
用
車
燃
料
使
用
量
を
１
，

５
２
０
ℓ
（
5.6
％
）
そ
れ
ぞ
れ
削
減

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
実
施
結
果
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（表１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：ｋｗｈ）

施設名 基準年の
電気使用量

平成27年度 比較増減
（対基準年）

削減率（%）
（対基準年）目標値 実施結果

五霞町役場本庁舎 236,821 228,151 176,517 △60,304 △25.5

五霞ふれあいセンター 28,617 27,567 33,146 4,529 15.8

ごか西児童館 13,833 13,323 8,539 △5,294 △38.3

ごか南児童館 12,807 12,357 7,878 △4,929 △38.5

保健センター 67,764 65,304 52,087 △15,677 △23.1

中央公民館 118,423 114,103 62,813 △55,610 △47.0

B&G海洋センター 96,492 92,952 74,715 △21,777 △22.6

合　　計 574,757 553,757 415,695 △159,062 △27.7

（表２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：ℓ）

公用車燃料使用量
平成27年度 比較増減

（対基準年）
削減率（%）

（対基準年）目標値 実施結果

27,251 26,681 21,548 △5,703 △20.9

　

町
で
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
、
町

内
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
登
下
校
な

ど
で
、
子
ど
も
た
ち
が
身
の
危
険
を

感
じ
た
場
合
の
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
、「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
」
を
設
置
し
て
お
り
、
今
年
度
新

た
に
設
置
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
五
霞
町
中
央
公
民
館
・
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お

申
込
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
い
た
だ
く
内
容

①
プ
レ
ー
ト
（
２
５
７
㎜
×
３
６
４

㎜
）
を
道
路
に
面
す
る
門
扉
な
ど

の
目
に
付
き
や
す
い
場
所
に
設
置

し
て
い
た
だ
ま
す
。

②
子
ど
も
が
避
難
を
求
め
て
き
た
場

合
、
子
ど
も
の
家
族
や
学
校
に
連

絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
変
質
者
な
ど
緊
急
と
判
断

さ
れ
る
場
合
は
、
学
校
・
警
察
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
。

※
設
置
協
力
い
た
だ
ま
し
た
皆
様
の

個
人
情
報
は
、
小
中
学
校
な
ど
関

係
団
体
な
ど
に
配
付
し
、
情
報
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
が
緊
急
に
避
難
を
必
要

な
場
合
と
し
て
考
え
ら
れ
る
事
柄

①
不
審
な
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
痴
漢
行
為
等
を
受
け
る
恐
れ

が
あ
る
場
合

②
突
然
の
自
然
災
害
等
で
緊
急
に
避

難
が
必
要
な
場
合

③
体
調
不
良
や
け
が
等
で
緊
急
に
家

族
や
病
院
等
に
搬
送
す
べ
き
事
態

が
生
じ
た
場
合

④
そ
の
他
、
緊
急
に
避
難
す
べ
き
事

態
が
生
じ
た
場
合

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）
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町
内
の
15
行
政
区
に
、
平
成
28
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
備
品

（
下
記
整
備
備
品
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
を
整
備
す
る
た
め
に
助
成

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

各
行
政
区
で
は
、
地
域
の
祭
り
や
伝

統
行
事
、
環
境
美
化
運
動
、
防
犯
・
防

災
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

近
年
、
価
値
観
の
多
様
化
や
近
隣
関
係

の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
に
、
行
政
区
の

活
動
に
参
加
す
る
町
民
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
各
行
政
区
に
整
備
さ
れ
た
備

品
は
、
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
大
い
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
、
各
行
政
区
へ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
の

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

第
9
回
さ
つ
き
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　

５
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
の
４
日
間
、

道
の
駅
「
ご
か
」
情
報
館
前
に
お
い
て
、

文
化
協
会
加
盟
団
体　

五
霞
町
さ
つ
き

会
主
催
の
第
９
回
五
霞
町
さ
つ
き
展
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
及
び
近
隣
市
町
の
さ
つ
き
愛
好

家
の
皆
さ
ん
が
、
丹
精
込
め
て
育
て
た

さ
つ
き
が
数
多
く
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
色
と
り
ど
り

の
花
を
咲
か
せ
た
さ
つ
き
に
足
を
止
め
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

行
幸
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
３
日
、
権
現
堂
調
節
池
に
お
い

て
行
幸
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
第
21
回
を
迎
え
た
行
幸
湖
ク

リ
ー
ン
作
戦
は
、
五
霞
町
、
幸
手
市
、

久
喜
市
と
の
３
市
町
合
同
で
行
わ
れ
、

本
町
に
お
い
て
は
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
企
業
な
ど
か
ら
約
２
４
０
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
約
２
１
０

㎏
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、

ご
み
の
分
別
を
正
し
く
行
い
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
空
き
缶
な
ど
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
整
備
備
品
】町
全
体
と
し
て

※
括
弧
内
は
数
量
で
す

　

ア
ル
ミ
テ
ン
ト
（
２
）、
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
（
48
）、
椅
子
（
18
）、
ホ
ー
ム
ベ

ン
チ
（
４
）、
備
蓄
倉
庫
（
１
）、
薄
型

掲
示
板
（
２
）、
綿
菓
子
機
（
１
）、
石

油
ス
ト
ー
ブ
（
１
）、電
気
魔
法
瓶
（
２
）、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
２
）、
草
刈
払
機

（
４
）、掃
除
機
（
１
）、石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
（
２
）
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ま
ち・体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
22
回
Ｂ
＆
Ｇ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　
６
月
12
日

○
場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
結
果　
優　

勝　

つ
る
ち
ゃ
ん
ズ

　
　
　
　

準
優
勝　

た
な
ち
ゃ
ん
ズ

　
　
　
　

第
３
位　

さ
と
み
ー
ズ
☆
１

災
害
時
に
お
け
る
畳
の
供
給
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

町
と「
５
日
で
５
０
０
０
枚
の
約
束
。」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
は
、
町
内
で
災

害
等
が
発
生
し
、
避
難
所
を
開
設
し
た

際
に
、
避
難
生
活
の
良
好
な
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
畳
の
供
給

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

る
畳
店
は
全
国
で
４
６
４
店
（
６
月
30

日
現
在
）
あ
り
、
災
害
時
に
は
全
国
の

畳
店
か
ら
被
災
地
に
速
や
か
に
新
し
い

畳
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

○
協
定
締
結
日

　

７
月
14
日

第
21
回

体
協
会
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　
６
月
26
日

○
場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
結
果　
優　

勝　

ブ
ー
ケ

　
　
　
　

準
優
勝　

オ
リ
ー
ブ

　
　
　
　

第
３
位　

ク
レ
ア

火
事
見
舞
い
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

３
月
26
日
に
堀
之
内
地
内
で
発
生
し

た
建
物
火
災
の
火
事
見
舞
い
金
を
、
堀

之
内
区
長
立
会
い
の
も
と
、
被
災
者
へ

手
渡
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

優勝チーム

優勝チーム
五霞町イメージキャラクター

第
29
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ

水
泳
大
会
茨
城
県
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
９
日
、
か
す
み
が
う
ら
市
千
代

田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
プ
ー
ル
に

お
い
て
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
水
泳
大
会
茨

城
県
大
会
が
、
県
内
９
市
町
10
か
所

の
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
各
種
目
延
べ

１
０
６
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

町
か
ら
は
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
大
橋
温あ

つ

紀き

さ
ん
が
中
学

生
男
子
平
泳
ぎ
の
部
で
優
勝
。
大
橋
稜り
ょ
う

さ
ん
が
小
学
５
・
６
年
生
男
子
自
由
形

の
部
で
第
２
位
。
鈴
木
瑠る

奈な

さ
ん
が
小

学
３
・
４
年
生
女
子
背
泳
ぎ
の
部
で
第
３

位
、
藤
城
空そ
ら

さ
ん
が
小
学
５
・
６
年
生
女

子
背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
部
で
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
橋
温あ

つ

紀き

さ
ん
、大
橋
稜り
ょ
う

さ
ん
、

小
林
広ひ
ろ

翔と

さ
ん
、
藤
城
空そ
ら

さ
ん
の
４
名

は
「
２
０
１
６
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
大
会
」（
８
月
20
日
㈯
、
東
京
辰
巳

国
際
水
泳
場
）
へ
出
場
し
ま
す
。
全
国

大
会
で
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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五
霞
中
学
校

で
は
心
豊
か
な

生
徒
の
育
成
を

図
る
た
め
に
、
道

徳
教
育
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
中

学
校
で
は
、
平

成
31
年
度
か
ら

特
別
の
教
科
「
道

徳
」
が
完
全
実

施
さ
れ
ま
す
。

道
徳
教
育
推
進

教
師
が
全
ク
ラ
ス
の
道
徳
を
担
当
し
、

担
任
と
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
）
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒

が
本
音
で
語
り
合
い
、
自
己
の
生
き
方

に
つ
い
て
の
考
え
や
自
覚
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

道
徳
の
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え

を
整
理
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
取
り

入
れ
、
何
で
も
言
い
合
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
複
数
の
価
値
観
の
葛
藤

場
面
を
設
定
し
た
授
業
を
す
る
こ
と

で
実
生
活
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
授
業
の
一
つ

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

母
国
の
文
化
と
し
て
ピ
ア
ス
を
し

て
き
た
外
国
人

の
転
校
生
と
そ

れ
を
注
意
し
よ

う
と
す
る
同
級

生
、「
ル
ー
ル

と
異
国
文
化
理

解
」
の
葛
藤
を

扱
っ
た
授
業
で
す
。
ピ
ア
ス
を
認
め
る

か
認
め
な
い
か
に
焦
点
を
当
て
て
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
初
め
は
ル
ー
ル
と

秩
序
と
い
う
観
点
か
ら
ピ
ア
ス
を
認

め
な
い
と
主
張
し
て
い
た
生
徒
も
転
校

生
の
国
の
文
化
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
徒
の
心
は
揺
れ
動
き
ま
す
。

【
ピ
ア
ス
を
認
め
る
】
こ
の
生
徒
は

お
し
ゃ
れ
で
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
親
の
愛
情
と
し
て
し
て
い
る
の
だ

か
ら
特
別
に
認
め
る
。
も
し
、
自
分

が
外
国
に
行
っ
て
日
本
の
文
化
を
否

定
さ
れ
た
ら
嫌
で
あ
る
。

【
ピ
ア
ス
を
認
め
な
い
】
日
本
に
は

日
本
の
ル
ー
ル
、
学
校
に
は
学
校
の

ル
ー
ル
が
あ
る
。
そ
の
学
校
の
生
徒

に
な
る
か
ら
に
は
そ
こ
の
ル
ー
ル
に

従
う
べ
き
で
あ
る
。

　

授
業
の
最
後
は
同
様
の
体
験
を
持

つ
二
人
の
先
生
の
話
を
聞
き
ま
す
。
一

方
は
日
本
の
実
情
を
保
護
者
と
話
し

合
っ
て
ピ
ア
ス
を
外
し
て
も
ら
っ
た

例
、
他
方
は
日
本
人
の
生
徒
に
外
国

文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
ピ

ア
ス
を
認
め
た
例
で
す
。

　

現
実
社
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

の
人
た
ち
と
の
共
生
社
会
で
す
。
生
徒

た
ち
は
正
解
の
見
え
な
い
こ
の
社
会
を

他
者
を
思
い
や
り
な
が
ら
も
、
よ
り
よ

く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
を
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

思いやりの心で明るい社会を

８
月
の
行
事
予
定

８
月
の
行
事
予
定

　

6
月
13
日
、
西
児
童
館
で
は
、

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
不
良
の
た
め
、
屋
内

（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）
に
お
い
て
、
15

名
ほ
ど
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
放

課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
の
開
催

の
た
め
、
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
小

学
生
で
し
た
が
、
高
学
年
が
先
頭
に

立
っ
て
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
ル
ー
ル

を
守
り
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
イ
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
児
童
館
で
の
遊
び
か

ら
つ
な
が
り
が
で
き
、
仲
間
を
作
る

い
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
、
今
後
、
3

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
10
日
、
南
児
童
館
で
は
、「
に

こ
に
こ
広
場
」
を
開
催
し
、
身
体
測

定
（
身
長
・
体
重
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
お
友
達
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
た
め
、
マ
マ
や
職
員
も

み
ん
な
で
、「
は
と
ぽ
っ
ぽ
体
操
」
を

行
い
ま
し
た
。
次
に
、
童
謡
「
ぞ
う

さ
ん
」
を
歌
っ
た
り
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
身
体
測
定
に
入
る

と
、
大
泣
き
し
て
マ
マ
も
職
員
も
悪

戦
苦
闘
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
泣

い
て
い
る
様
子
は
、
と
て
も
ほ
ほ
え

ま
し
く
て
「
す
く
す
く
育
っ
て
」
と

将
来
の
成
長
が
待
ち
遠
し
く
大
変
楽

し
み
で
す
。

生徒が本音で語り合い、
楽しみに待つ授業づくり
（五霞中学校　道徳教育の充実）

西児童館	 ☎（84）2321
・スライムで遊ぼう	 9日㈫
・ゲーム大会
 （母親クラブ主催）	 20日㈯
・夏祭り	 24日㈬
・避難訓練	 30日㈫

南児童館	 ☎（84）3456
・しゃぼん玉をとばそう	 8日㈪
・魚つりをしよう	 18日㈭
・カードゲームであそぼう
	 23日㈫

にこにこ広場・身体測定　～南児童館～ ドッジボール大会　～西児童館～

臨時休館のお知らせ 【西児童館・南児童館】８月13㈯～16日㈫
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お
し
ら
せ

（
生
活
安
全
課
）

　

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
道
路

上
に
木
の
枝
や
竹
等
が
伸
び
、
交
通

標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
に
覆
い

被
さ
り
、
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な

り
、
交
通
安
全
上
非
常
に
危
険
に
な

り
ま
す
。

　

道
路
に
面
し
た
宅
地
や
山
林
の
土

地
所
有
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
交

通
安
全
確
保
の
た
め
、
道
路
に
伸
び

出
た
木
の
枝
や
竹
等
の
こ
さ
切
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
境
地
区
交
通
安

全
協
会
五
霞
支
部
並
び
に
境
警
察
署

に
よ
る
『
交
通
安
全
危
険
箇
所
の
確

認
作
業
』
を
８
月
７
日
㈰
に
実
施
し

ま
す
。

　

当
日
の
主
な
活
動
は
、
町
内
を
巡

視
し
、
交
通
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
交
通
施
設
の
設
置
・
破
損
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
で
す
が
、
木
の
枝

や
竹
等
の
伸
び
出
し
に
お
け
る
交
通

危
険
箇
所
が
あ
っ
た
際
は
、
土
地
所

有
者
の
方
に
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

く
ら
し
安
心
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

９
月
18
日
㈰
に
高
齢
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
結
婚
50
年
を
迎

え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　
今
年
度
金
婚
（
結
婚
50

年
）
を
迎
え
ら
れ
る
町
内
在
住
の

ご
夫
婦
（
昭
和
41
年
4
月
1
日
か

ら
昭
和
42
年
3
月
31
日
ま
で
に
婚

姻
届
出
を
し
た
ご
夫
婦
）

○
お
申
し
込
み
期
間

　

8
月
31
日
㈬
ま
で

○
注
意　
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
方
を
お
祝
い
し
て
お

り
ま
す
。
対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他　
五
霞
町
に
本
籍
地
が
な

い
方
は
、
戸
籍
謄
本
（
婚
姻
日
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
窓
口
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

平
成
28
年
度
よ
り
新
た
に
、
高
齢

者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
等
の

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
無
料
の
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
り
お
口
の
健
康
を
保

つ
た
め
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
対
象
者　
広
域
連
合
の
被
保
険
者

で
、
左
記
の
生
年
月
日
の
方

①
昭
和
15
年
４
月
１
日
～
昭
和
16
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

②
昭
和
10
年
４
月
１
日
～
昭
和
11
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

③
昭
和
５
年
４
月
１
日
～
昭
和
６
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
の
方
す
べ
て
に
「
歯
科
健
康

診
査
の
ご
案
内
」「
受
診
証
」「
実

施
歯
科
医
療
機
関
一
覧
」「
健
康

手
帳
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
実
施
回
数

　

１
年
度
に
つ
き
１
回

○
実
施
期
間

　

９
月
１
日
㈭
～
12
月
31
日
㈯ 

※
た
だ
し
、
歯
科
医
療
機
関
の
休
診

日
は
除
き
ま
す
。

○
受
診
場
所

　

歯
科
医
師
会
に
属
す
る
歯
科
医
療

機
関
の
う
ち
、
本
事
業
を
実
施
す

る
歯
科
医
療
機
関

○
健
康
診
査
内
容

①
問
診

②
歯
の
状
態

③
咬
合
状
態

④
口
腔
衛
生
の
状
態

⑤
口
腔
乾
燥
の
状
態

⑥
歯
周
組
織
・
粘
膜
の
状
況

⑦
口
腔
機
能
評
価

⑧
呼
吸
の
異
常

⑨
指
輪
っ
か
テ
ス
ト

⑩
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト

⑪
事
後
指
導
（
セ
ル
フ
ケ
ア
の
歯
ブ

ラ
シ
指
導
）
等

※
健
康
診
査
受
診
料
は
無
料
で
す

が
、
治
療
を
行
う
場
合
は
別
途
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合　

事
業
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
９
）
１
２
１
２

町
内
交
通
危
険
箇
所
確
認

作
業
を
実
施
し
ま
す

今
年
金
婚
式（
結
婚
50
年
）

を
迎
え
る
方
へ

後
期
高
齢
者
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
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（
町
民
税
務
課
）

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
今
年
中
に
家
屋

等
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
築
・
増
築

を
予
定
し
て
い
る
方
（
ま
た
は
お
済
み

の
方
）
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
直
接
天
引
き
）
に
よ
り

納
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
申
し

出
に
よ
り
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替

へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
特
別
徴

収
か
ら
の
切
替
時
期
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
申
し
出
を
さ
れ
て
い

る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

こ
の
制
度
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
が
、
月
に
支
払
う
治
療

費
や
入
院
時
の
食
事
代
を
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
る
も
の
で
す
。

　

世
帯
の
所
得
状
況
を
判
定
し
、
対

象
と
な
る
方
に
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し

ま
す
。
（
世
帯
の
中
に
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
）

○
申
請　
町
民
税
務
課
②
窓
口　

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
窓
口
に
来

ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
の
書
類 （
運

転
免
許
証
等
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

○
持
参
す
る
も
の

・
該
当
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

・
保
険
証

・
印
鑑

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

６
月
に
新
し
い
○福
受
給
者
証
の
更

新
（
乳
幼
児
・
妊
産
婦
を
除
く
）
を
行

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
医
療
費
の
給
付
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離

婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
親

と
な
っ
た
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。
（
支
給
要
件
が
あ
り

ま
す
。
）

　

現
在
、
こ
の
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
８
月
末
ま
で
に
現

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
８
月
以

降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
者
の
方
に
は
現
況
届
提

出
の
お
知
ら
せ
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
は
、
子
育
て

と
生
計
を
１
人
で
担
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
が
２

人
以
上
い
る
ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
は
、

経
済
的
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
第
２
子
及
び
第
３
子
以
降
の

加
算
額
を
、
平
成
28
年
８
月
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
所
得
に
応
じ

て
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
第
２
子
】　
月
額
５
千
円
→
最
大
で

月
額
１
万
円
に

【
第
３
子
以
降
】　

月
額
３
千
円
→
最

大
で
月
額
６
千
円
に

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

茨
城
県
で
は
、
仕
事
や
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
県
の
支
援
員
が
、
月
に
１

回
役
場
で
巡
回
相
談
を
行
い
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
方
に
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
を
一
緒
に
考
え
、
他
の
専
門

機
関
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健

康
福
祉
課
へ
ご
予
約
下
さ
い
。

○
予
約
先　
役
場
健
康
福
祉
課

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

○
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民

福
祉
課
地
域
福
祉
室　

境
分
室

　

☎
（87）
０
２
２
４

取
り
壊
し
、
新
築
・
増
築
し
た

家
屋
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
巡
回
相
談
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額

が
増
額
と
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払

い
方
法
は
変
更
で
き
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

○福
受
給
者
証
の
更
新
は
お

済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
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（
都
市
建
設
課
）

　

町
道
の
補
修
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
３
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　
８
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
坂
間
工
業
所
㈱

・
町
道
９
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　
８
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
松
沼
建
設
㈲

○
お
問
い
合
わ
せ

　

都
市
建
設
課　

建
設
管
理
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　

次
の
①
〜
③
の
条
件
を
満
た
す
運

転
者
を
優
良
運
転
者
と
し
て
、
境
警

察
署
長
及
び
境
地
区
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
に
上
申
し
ま
す
。

①
五
霞
町
に
居
住
し
、
境
地
区
交
通

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
運
転
者

②
自
動
車
運
転
免
許
証
（
原
付
免
許

及
び
自
動
二
輪
車
含
む
）
取
得
後

10
年
以
上
で
あ
り
、
過
去
５
年
以
上

無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
運
転
者

③
常
時
、
自
動
車
（
原
付
以
上
）
を

乗
用
し
、
安
全
運
転
を
励
行
す
る

な
ど
他
運
転
者
の
模
範
で
あ
る
運

転
者

○
お
申
し
込
み
方
法

　

免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
８
月

31
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
生
活
安
全

課
ま
で
来
庁
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　

資
格
の
無
い
（
過
去
５
年
以
内
に

交
通
違
反
等
を
し
た
方
）
申
込
者
及

び
、
以
前
に
同
様
の
表
彰
を
受
け
た

方
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
各
自
ご
確

認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
上
申
後
に
境
地
区
交
通

安
全
協
会
で
審
査
し
受
賞
に
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
は
ご

了
承
願
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

く
ら
し
安
心
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
農
業
委
員
会
）

　

農
地
は
国
民
の
食
糧
を
生
産
す
る

基
盤
で
あ
り
、
国
土
保
全
や
景
観
維

持
な
ど
公
共
財
産
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の

保
全
及
び
営
農
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や

農
地
の
無
断
転
用
の
防
止
等
を
目
的

に
、
年
間
を
通
し
て
定
期
的
に
「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
」
（
農
地
の
巡
回
点
検
指

導
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
耕
作
放
棄

地
や
無
断
転
用
地
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
委
員
会
と
し
て
農
地
の
所
有
者

の
方
に
対
し
、
適
正
な
管
理
指
導
を

行
う
ほ
か
、
耕
作
者
や
土
地
所
有
者

に
対
し
、
農
地
の
利
用
意
向
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
農
業
担

い
手
等
へ
農
地
を
集
積
す
る
た
め
の

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

大
切
な
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
力
で
農
地
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
を
住
宅
・
倉
庫
・
作
業
所
な

ど
、
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
農
地
法
に
基
づ

く
転
用
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
資
材
置
場
や
残
土
置
場
な

ど
の
利
用
で
、
一
時
的
に
転
用
を
す
る

場
合
も
同
様
で
す
。

○
違
反
を
す
る
と
罰
則
の
適
用
も
あ

　
り
ま
す

　

許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
農
地
の

転
用
行
為
は
、
農
地
法
の
違
反
で
あ

り
、
農
地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
が

生
じ
な
い
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
工
事
の
中
止
、
原
状
回
復
な
ど

を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

農
業
委
員
会
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）（

産
業
課
）

　

夏
に
な
り
農
薬
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
が
、
農
薬
の
使
用
は
必

要
最
低
限
に
と
ど
め
、
農
薬
以
外
の

方
法
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
商
品
の

ラ
ベ
ル
に
記
載
し
て
あ
る
注
意
事
項

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
使
い

慣
れ
た
農
薬
で
あ
っ
て
も
、｢

効
果
薬

害
等
の
注
意｣

や｢

安
全
上
の
注
意｣

な

ど
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
使
用

す
る
前
に
よ
く
読
み
、
適
切
に
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
産
業
課
）

　

農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
４
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
用
水
路
や
た
め
池
の

水
位
が
高
く
な
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は

水
深
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
用
水
路
や
た
め
池
で
遊

ば
な
い
よ
う
、
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
場
面

を
見
か
け
た
ら
、
お
声
が
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
土
地
改
良
区  

☎
（84）
０
０
０
５

道
路
工
事
を
実
施
し
ま
す

交
通
安
全
優
良
運
転
者
表
彰

の
申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す

８
月
～
11
月
は
県
下
統
一
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
で
す

農
薬
の
適
正
な
使
用
を
お

願
い
し
ま
す

あ
ぶ
な
い
！
用
水
路
や
た

め
池
で
遊
ば
な
い
で
！
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（
総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育
・

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
皆
さ
ん

の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
に

向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専
門

の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
た
だ
し
、正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

　

11
月
３
日
㈭
～
６
日
㈰
の
４
日

間
、
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
『
第
11

回
文
化
祭
～
き
ら
め
く
町
に
き
ら
め

く
人
と
き
ら
め
く
心
を
～
』
が
、
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク

ル
及
び
個
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
発
表
内
容
は
、
次
の
３
つ

に
分
か
れ
ま
す
。

①
バ
ン
ド
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
発
表

②
将
棋
や
囲
碁
の
対
局
な
ど
、
来
館

者
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
日
頃
の

活
動
を
体
験
し
て
も
ら
う
体
験
発

表
③
絵
画
や
写
真
な
ど
、
自
分
の
作
品

を
展
示
す
る
展
示
発
表

○
お
申
し
込
み
期
限

　

８
月
31
日
㈬
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

離
乳
食
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
８
月
９
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

（
午
前
９
時
45
分
受
付
）

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　

４
～
６
か
月
児
と
そ
の
保
護
者

　

（
町
内
在
住
の
方
）

○
内
容　
離
乳
食
の
お
話
、
試
食
、

子
育
て
講
話
な
ど

○
定
員　
10
組
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　

８
月
５
日
㈮
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
、
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
９
月
７
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

  

（
受
付　

午
後
1
時
10
分
か
ら
）

○
内
容　
普
通
救
命
講
習
（
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
）

○
定
員　
10
名

○
場
所　
五
霞
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
お
申
し
込
み
期
限

　

８
月
19
日
㈮
ま
で

※
講
習
時
間
は
約
3
時
間
で
す
。
全
過

程
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
普
通
救

命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
過
去
に
普
通
救
命
講
習
を
受
け
た

方
は
、
修
了
証
を
更
新
し
ま
す
。

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
再
利
用
を

目
的
に
、
修
理
し
た
自
転
車
を
抽
選

で
販
売
し
ま
す
。

○
販
売
対
象
者

　

境
町
、
五
霞
町
、
坂
東
市
、
古
河

市
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
方

○
販
売
車
種

　

一
般
自
転
車
、
折
り
た
た
み
自
転

車
、
子
供
用
自
転
車
な
ど

○
販
売
台
数　
１
０
０
台
程
度

○
販
売
価
格

　

１
台
５
０
０
円
～
３
，
０
０
０
円

（
１
世
帯
１
台
）

○
販
売
方
法

　

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
来
館
し
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
間

　

８
月
27
日
㈯
～
９
月
３
日
㈯

※
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

（
日
曜
日
を
除
く
）

○
抽
選
日

　

９
月
７
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

※
当
選
し
た
方
に
は
、
通
知
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
取
り
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
代
理

に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
０
２
９
７

（20）
９
９
８
０

　

個
人
で
事
業
を
行
わ
れ
て
い
る
方

は
、
一
定
の
所
得
を
超
え
た
場
合
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の
納
税

通
知
書
を
８
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
８
月
31
日
㈬
の
納
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
願
い
ま
す
。
納
税
に
便

利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務

所
境
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
（
課
税
の
詳
細
）

　

筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

☎
０
２
８
０

（87）
１
１
２
０

○
お
問
い
合
わ
せ
（
口
座
振
替
）

　

筑
西
県
税
事
務
所
総
務
課

　

管
理
担
当

　

☎
０
２
９
６

（24）
９
１
８
４

生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

文
化
協
会
主
催
「
町
制
施

行
20
周
年
記
念 

文
化
祭
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
展
示・

販
売
の
ご
案
内

相

談

示示
掲掲

板板

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の

納
付

募

集

離
乳
食
教
室

普
通
救
命
講
習
会
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茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
県
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
が
広
く
地
域
を
越
え

て
、
交
流
と
楽
し
い
体
験
が
出
来
る

「
宿
泊
研
修
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
さ
れ
る

方
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

９
月
17
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
18
日

㈰
午
後
１
時
ま
で

○
場
所　

　

県
立
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
の
城

　

大
洗
町
磯
浜
町
８
２
４
９
―
４　

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散
と
な
り
ま
す
。

○
参
加
費　
１
世
帯
５
０
０
円

○
申
込
期
限　
８
月
19
日
㈮
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
決
定

後
各
自
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
２
９
（
２
６
６
）
３
０
４
４

　

一
般
財
団
法
人
茨
城
県
身
体
障
害

者
福
祉
協
議
会
で
は
、
茨
城
県
か
ら

の
委
託
・
補
助
を
受
け
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
々
が
よ
き
配
偶
者
に
恵
ま

れ
幸
せ
な
結
婚
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
結
婚
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
結
婚
相
談
」
は
、
結
婚
を
希
望

す
る
身
体
障
害
者
の
方
に
、
面
談
の

上
会
員
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
員
登
録
者
に
は
交
流
会(

集

い
の
場)

の
開
催
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
「
各
種
相
談
」
は
、
身
体
障
害
者

の
就
労
を
始
め
生
活
全
般
に
係
る
相

談
に
つ
い
て
、
各
種
支
援
制
度
や
機

関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
日　

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
結
婚
相
談
は
要
予
約

○
お
問
い
合
わ
せ

　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
2
階

　

☎
０
２
９
（
２
４
３
）
７
０
１
０

　

FAX
０
２
９
（
２
４
３
）
７
０
１
８

・
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

　

※
パ
イ
ロ
ッ
ト

○
応
募
資
格

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
の
方

○
受
付
期
間

　

９
月
８
日
㈭
ま
で

○
試
験
日

　

一
次
試
験
日　

９
月
22
日
㈭

　

二
次
試
験
日　

10
月
15
日
㈯
か
ら

親
子
ふ
れ
あ
い
宿
泊
研
修

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

　

20
日
㈭
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

・
一
般
曹
候
補
生

○
応
募
資
格

　

平
成
2
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
の
方

○
受
付
期
間

　

９
月
８
日
㈭
ま
で

○
試
験
日

　

一
次
試
験
日　

９
月
17
日
㈯

　

二
次
試
験
日　

10
月
6
日
㈭
か
ら

　

12
日
㈬
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１

日
・
自
衛
官
候
補
生

○
応
募
資
格

　

平
成
2
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
の
方

○
試
験
日

　

男
子　

９
月
19
日
㈪

　

女
子　

９
月
25
日
㈰

○
試
験
会
場

　

男
子　

古
河
駐
屯
地

　

女
子　

土
浦
駐
屯
地

○
お
問
い
合
わ
せ

　

防
衛
省
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本

部
筑
西
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
９
６

（22）
７
２
３
９

　

熱
中
症
は
、
７
月
の
梅
雨
明
け
か

ら
８
月
に
か
け
て
多
発
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
の
方
は
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。（
熱
中
症
患
者
の
お

よ
そ
半
数
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

　

重
症
化
す
る
と
命
に
か
か
わ
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
対

策
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

◆
暑
さ
を
避
け
る

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調

節
・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち

水
を
利
用

・
日
傘
や
帽
子
の
着
用
（
直
射
日
光

を
避
け
る
）

・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

◆
体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

・
こ
ま
め
な
水
分
、
塩
分
の
補
給

・
こ
ま
め
な
体
温
測
定
（
特
に
高
齢

者
、
幼
児
な
ど
）

・
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の

衣
類
を
着
用

・
体
調
の
悪
い
日
は
外
出
を
で
き
る

だ
け
控
え
る

【
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置
】

　

涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
、
衣
類

を
ゆ
る
め
て
か
ら
だ
を
冷
や
し
、
水

分
、
塩
分
を
補
給
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課

　

健
康
危
機
管
理
対
策
室

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
１
９

○
募
集
職
種

　

Ａ
．
一
般
事
務

　

Ｂ
．
技
術
業
務

　

Ｃ
．
社
会
人
経
験
者

○
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

○
試
験
日

【
一
次
試
験
】10
月
16
日
㈰

【
二
次
試
験
】11
月
中
旬

○
試
験
会
場

　

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

　

坂
東
市
寺
久
１
３
５
３
‐
１

○
受
験
資
格

【
職
種
Ａ
・
Ｂ
】

　

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
が
あ
る
者
ま
た
は
平
成
29
年
３

月
に
卒
業
見
込
み
の
者

【
職
種
Ｃ
】

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
が
あ
り
、
民
間
企
業
等
で
の
職

務
経
験
を
直
近
７
年
中
の
期
間
に
お

い
て
、
通
算
５
年
以
上
有
す
る
者

○
受
験
申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈪
～
９
月
２
日
㈮

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合

　

総
務
課

　

☎
（87）
０
６
０
９

自
衛
官
募
集

さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組

合
職
員
採
用
試
験
案
内

身
体
障
害
者
の
た
め
の
結

婚
相
談・各
種
相
談（
無
料
）

を
実
施
し
ま
す

熱
中
症
は
予
防
が
大
切
で
す
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４
月
６
日
の
始
業
式
か
ら
四
か
月
が

過
ぎ
、
７
月
20
日
で
一
学
期
が
終
わ
り

ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
行
事
と
共
に
一

学
期
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
に
は
不
審
者
対
応
の
た
め

の
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
境

警
察
署
か
ら
講
師

を
招
き
、
不
審
者

に
出
会
っ
た
時
に

ど
う
対
応
し
た
ら

よ
い
か
を
教
わ
り

ま
し
た
。

  

５
月
11
日
に
は
縦
割
り
班
の
グ
ル
ー
プ

を
結
成
し
、
す
こ
や
か
タ
イ
ム
の
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
水
曜
日
午
後
の
清

掃
活
動
を
カ
ッ
ト
し
て
異
学
年
グ
ル
ー

プ
で
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
体
力
作
り

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
上

級
生
や
下
級
生

と
共
に
活
動
す

る
こ
と
で
社
会

性
や
協
調
性
を

養
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
は
猿
島
郡
小
学
校
陸
上
記

録
会
で
し
た
。
６
年
生
は
21
人
と
西
小

の
中
で
も
児
童
数
が
少
な
い
学
年
で
す

が
、
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
に
練
習

に
取
り
組
み
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し

ま
し
た
。
男
女
別
に
六
種
目
ず
つ
あ
る

中
で
、
女
子
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
斉

藤
由
菜
さ
ん
が
み
ご

と
優
勝
。
７
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で

は
男
女
と
も
入
賞
し

ま
し
た
。
誰
で
も
や

れ
ば
で
き
る
と
い
う

自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

  

６
月
14
日
は
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
児
童
が
待
ち
に
待
っ
た
水
泳
学

習
で
す
。
泳
ぐ
こ
と
が
苦
手
で
も
、
練

習
を
積
み
重
ね

れ
ば
上
手
に
泳

ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
毎
回
真

剣
な
顔
つ
き
で

練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

健康応援隊！The

　
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
食
欲

は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
か
？
食
欲
が
な
い

か
ら
と
食
事
を
抜
い
た
り
、
冷
た
い
飲

み
物
、
食
べ
物
ば
か
り
を
食
べ
て
い
る

と
体
力
が
衰
え
、
抵
抗
力
が
な
く
な
り

体
調
を
崩
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
上

手
に
食
べ
て
元
気
に
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
夏
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
量
よ
り

質
で
す
。
量
は
少
な
め
で
も
一
日
三
食
、

ご
飯
や
麺
、
パ
ン
と
い
っ
た
主
食
だ
け

で
な
く
肉
や
魚
、
大
豆
製
品
な
ど
の
た

ん
ぱ
く
質
を
主
菜
に
、
夏
野
菜
や
海

草
を
副
菜
に
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の

三
角
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
少
し
ず
つ

で
も
、
色
々
な
種
類
の
食
品
を
摂
り
ま

し
ょ
う
。

　
夏
バ
テ
予
防
に
特
に
大
切
な
栄
養
素

と
し
て
疲
労
回
復
に
有
効
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は

そ
う
め
ん
や
ご
飯
な
ど
の
糖
質
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
が
不
足
し
て
し
ま
う
と
、
糖

質
が
う
ま
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
ら

ず
、
疲
労
物
質
で
あ
る
乳
酸
が
た
ま
っ

て
し
ま
う
た
め
、
体
が
疲
れ
や
す
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

に
は
、
水
に
溶
け
や
す
い
と
い
う
性
質

が
あ
る
た
め
、
汗
を
か
く
こ
と
が
多
い

夏
場
は
消
費
す
る
量
が
多
く
、
不
足
が

ち
に
な
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
多

く
含
ま
れ
る
食
品
に
は
、
豚
肉
（
特
に

ヒ
レ
や
モ
モ
）、
う
な
ぎ
、
大
豆
、
か

つ
お
、玄
米
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
を
高
め
て
く
れ

る
の
が
、
ね
ぎ
や
玉
ね
ぎ
、
に
ら
、
に

ん
に
く
な
ど
に
含
ま
れ
る
香
り
成
分
ア

リ
シ
ン
（
硫
化
ア
リ
ル
）
で
す
。
豚
肉

の
ガ
ー
リ
ッ
ク
炒
め
や
定
番
の
し
ょ
う

が
焼
き
に
は
玉
ね
ぎ
や
長
ね
ぎ
、
ニ
ラ

な
ど
を
使
う
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

　
食
欲
増
進
に
は
、
香
辛
料
や
香
味
野

菜
、
酸
味
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ょ
う
が
・
し
ょ
う
が
・
し
そ
な
ど
の

香
味
野
菜
は
食
欲
を
増
進
さ
せ
ま
す
。

七
味
唐
辛
子
、
こ
し
ょ
う
、
カ
レ
ー
粉

な
ど
香
辛
料
は
胃
液
の
分
泌
を
促
進
さ

せ
ま
す
。
い
つ
も
の
食
事
に
プ
ラ
ス
し

て
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

酸
味
の
成
分
で
あ
る
ク
エ
ン
酸
は
、
疲

労
の
原
因
と
な
る
乳
酸
を
排
出
す
る
機

能
や
食
欲
増
進
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
多
く
含
ま
れ
る
食
品
は
、
か
ん
き

つ
類
や
梅
干
し
、
酢
、
ト
マ
ト
な
ど
で

す
。
酢
の
物
や
南
蛮
漬
け
、
マ
リ
ネ
の

ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
多
い
豚
肉
と

野
菜
を
ポ
ン
酢
や
梅
肉
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

で
食
べ
る
と
疲
労
回
復
に
よ
り
効
果
的

で
す
。

（
健
康
福
祉
課　
栄
養
士
）

暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！

五霞西小学校

一学期の足跡

学校コーナー
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線214） 

人

人
人
世帯

（ 人）

（　 人）
（65人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは☎029―254―9900

毎日の夜間
休日の昼間
 休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

☎029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票※ 本人及び同一世帯の方

戸籍謄本・抄本※ 本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方

印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民Ｇ　☎84―1965（直通）

東日本大震災義援金について
平成29年３月31日（金）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

輪番日…月～土曜日
小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

７

8,887

4,481
4,406

3,184

129

64

65

 前月比  －14人 （6人）

８月の納税 ▶納期限…８月31日（水）まで

♥義援金送金額　1,229,114円（7月21日 現在）

町 県 民 税 町民税務課 税務G  ☎84―1966 

国 民 健 康保険税 ２ 期町民税務課
 
税務G

 
☎84―1966 

後期高齢者医療保険料 ２ 期町民税務課 税務G ☎84―1966 

  

▶8月の開設日
31日（水）：午後５時15分～７時

2016年 月

…午後6時30分～午前0時30分
…午前9時～午後5時

：午後６時～午後11時
：午前９時～午後４時 日曜日・祝日

町長（直通）■84―1550　FAX

２ 期

介 護 保 険 料 ２ 期健康福祉課高齢者支援G ☎84―0006 

8
月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

友愛

西南

西南

友愛

西南

日赤

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

缶類

紙類

びん類・ペットボトル

不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

缶類

友愛

日赤

しゃぼん玉をとばそう（南児童館）

道の駅定休日

生活困窮者自立相談支援事業巡回相談日（五霞町役場）

離乳食教室（保健センター） 親子ヨガ教室（ふれあいセンター）
スライムで遊ぼう（西児童館）

成人健康相談（保健センター）
消費生活相談窓口（ひばりの里）

ふれあいハート教室（保健センター）

わくわく元気づくり⑥（保健センター）

わくわく元気づくり⑦（保健センター）
魚つりをしよう（南児童館）

ゲーム大会（西児童館）

カードゲームであそぼう（南児童館）

夏祭り（西児童館）

すくすく相談（保健センター）

がん検診・特定健診（保健センター）

がん検診・特定健診（保健センター）

乳がん・子宮がん検診（保健センター）

乳がん・子宮がん検診（保健センター）

乳がん・子宮がん検診（保健センター）

避難訓練（西児童館）

カヌー教室（B&G海洋センター）

町税等夜間収納（各窓口）

よちよち相談（保健センター）
消費生活相談窓口（ひばりの里）

山の日 



　茨城県では、高齢者の介護予防を推進するため「シルバーリハビリ体操」の普及を進めて
おり、この体操を普及するボランティアとして「シルバーリハビリ体操指導士」を養成して
います。
　町でも、介護予防事業（元気はつらつクラブ他）や公民館講座などでシルバーリハビリ体
操指導士が活躍し、必要不可欠な存在になっています。今後、さらに普及啓発活動を進めて
いくために、下記の会場で養成講習会を実施します。イキイキとした地域づくりのために、
あなたもシルバーリハビリ体操指導士になって一緒に活動してみませんか？

【講習内容】
○講義：介護予防とリハビリテーションの推進、解剖生理学、老化と病気、高齢者の食生活  他
○実技：いきいきヘルス体操、いきいきヘルスいっぱつ体操　他

【受 講 料】　無料（ただし、交通費、昼食代は各自負担）
【申込期限】　８月１日㈪から９月30日㈮まで
【申込方法】　健康福祉課窓口または電話で申し込みください。
【申込資格】　60歳以上、常勤の職業に就いていない町民で認定後に地域活動に参加できる方
【募集人員】　20人　※定員になり次第、締め切りますので、ご了承ください。
【講習会日程】

開　催　日 開　催　時　間 開　催　場　所

① 11月８日㈫
午前９時45分～正午
午後０時45分～３時45分

茨城県立健康プラザ

② 11月11日㈮
午前９時45分～正午
午後０時45分～３時45分

五霞ふれあいセンター
※11月15日㈫の午前中の講義はひばりの里の
　会議室になります

③ 11月15日㈫

午前10時～正午
午後０時45分～３時45分

④ 11月18日㈮

⑤ 11月22日㈫

⑥ 11月29日㈫
※11月８日は、町バスで送迎します。

【お申し込み・お問い合わせ】
五霞町役場　健康福祉課　高齢者支援グループ　　担当　坂東・島田
☎（84）0006（直通）
※月～金曜日の午前９時から午後５時まで（土・日・祝祭日は除く）

シルバーリハビリ体操指導士３級
養成講習会を開催します
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